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附
則

奈
良
県
は
、
温
暖
な
内
陸
性
気
候
で
あ
り
、
災
害
が
比
較
的
少
な
い
地
域
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
九
月
の
紀
伊
半
島
大
水
害
は
、
近
年
類
を
見
な
い
大
雨
に
よ
り
、
大
規
模

な
土
砂
災
害
が
集
中
発
生
し
、
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
尊
い
人
命
ま
で
が
奪
わ
れ
る

な
ど
本
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
改
め
て
災
害
の
脅
威
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
全
国
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
度
々
発
生
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
台
風
の
大
型
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
近
い
将
来
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地

震
は
、
全
国
の
広
い
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
に
お
い
て
も
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
県
内
に
は
多
数
の
活
断
層
が
存
在
し
て
お
り
、
直
下
型
地
震
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
県
に
お
い
て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
災
害
に
対
す
る
備
え
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い



る
状
況
に
あ
る
。

も
と
よ
り
、
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
災
害
に
対
す
る
日
頃
の
備
え

や
避
難
の
徹
底
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

県
で
は
、
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
奈
良
県
地
域
防
災
計
画
等
に
基
づ
き
、
市
町
村
及
び
防
災
関
係

機
関
と
連
携
し
て
防
災
対
策
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大

震
災
な
ど
過
去
の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
、
多
く
の
人
々
が
自
力
に
よ
り
、
又
は
家
族
や
地
域
住
民
に

よ
り
救
助
さ
れ
た
事
実
に
鑑
み
て
も
、
よ
り
一
層
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
県
、
市
町
村
及
び

防
災
関
係
機
関
が
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
公
助
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
県
民
が

自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
自
助
の
取
組
を
実
践
し
、
地
域
に
お
い
て
互
い
に
助
け
合
っ
て
地
域
の
安
全
を

確
保
す
る
共
助
の
取
組
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
自
助
、
共
助

及
び
公
助
が
一
体
と
な
り
、
相
互
に
連
携
し
て
、
防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
は
、
県
民
、
自
主
防
災
組
織
及
び
事
業
者
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
向
上
を
図
り
、
県
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

第
一
章
総
則

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
防
災
対
策
に
関
し
、
基

本
理
念
を
定
め
、
県
民
、
自
主
防
災
組
織
及
び
事
業
者
（
以
下
「
県
民
等
」
と
い
う
。
）
の
役
割
並

び
に
県
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
民
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
及
び
こ
れ

を
推
進
す
る
施
策
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
向
上
を
図

り
、
も
っ
て
奈
良
県
地
域
防
災
計
画
等
に
基
づ
き
県
が
実
施
す
る
防
災
対
策
と
相
ま
っ
て
、
県
民
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一
災
害
暴
風
、
竜
巻
、
豪
雨
、
洪
水
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
地
震
、
地
滑
り
そ
の
他
の
異
常
な

自
然
現
象
に
よ
り
生
ず
る
被
害
を
い
う
。

二
防
災
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
並

び
に
災
害
か
ら
の
復
旧
及
び
復
興
を
図
る
こ
と
を
い
う
。

三
防
災
対
策
防
災
の
た
め
に
行
う
対
策
を
い
う
。



四
自
主
防
災
組
織
住
民
の
隣
保
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
を
い
う
。

五
防
災
関
係
機
関
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
指
定
公
共
機
関
、
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
地
方

公
共
機
関
、
公
共
的
団
体
及
び
防
災
上
重
要
な
施
設
の
管
理
者
を
い
う
。

六
事
業
者
県
、
市
町
村
及
び
防
災
関
係
機
関
以
外
の
事
業
を
行
う
法
人
並
び
に
個
人
事
業
者
を

い
う
。

七
災
害
時
要
援
護
者
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
等
の
う
ち
、
災
害
が
発
生
し
、
又

は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
円
滑
か

つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
に
特
に
支
援
を
要
す
る
者
を
い
う
。

八
指
定
緊
急
避
難
場
所
法
第
四
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
い
う
。

九
指
定
避
難
所
法
第
四
十
九
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
避
難
所
を
い
う
。

十
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
災
害
を
予
測
し
、
被
害
の
範
囲
及
び
程
度
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
、
指
定

避
難
所
等
の
情
報
を
地
図
に
表
し
た
も
の
を
い
う
。

十
一
避
難
準
備
情
報
法
第
五
十
六
条
第
一
項
後
段
に
規
定
す
る
通
知
又
は
警
告
を
い
う
。

十
二
避
難
勧
告
法
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
勧
告
を
い
う
。

十
三
避
難
指
示
法
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
指
示
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
防
災
対
策
は
、
人
命
を
守
る
こ
と
を
最
も
優
先
す
る
と
と
も
に
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
、
県
民
が
自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
自
助
を
実
践
し
た
上
で
、
県
民
等
が
地
域
に
お
い
て
互
い

に
助
け
合
っ
て
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
共
助
の
取
組
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
、
市
町
村
及
び
防

災
関
係
機
関
が
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
公
助
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
実
施

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
防
災
対
策
は
、
県
民
、
自
主
防
災
組
織
、
事
業
者
、
県
及
び
市
町
村
が
、
男
女
双
方
、
旅
行
者
等

の
多
様
な
視
点
に
立
ち
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
民
の
役
割
）

第
四
条
県
民
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、

常
に
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
自
ら
防
災
活
動
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
相
互
に
連
携
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
、
事
業
者
、

消
防
団
そ
の
他
防
災
対
策
を
実
施
す
る
団
体
が
行
う
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す



る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
防
災
対
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
自
主
防
災
組
織
の
役
割
）

第
五
条
自
主
防
災
組
織
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
地
域
住
民
、
事
業
者
、
消
防
団
そ
の
他
防
災

対
策
を
行
う
団
体
と
協
力
し
て
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
自
主
防
災
組
織
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
防
災
対
策
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
役
割
）

第
六
条
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
事
業
所
に
来
所
す
る
者
、

従
業
員
及
び
地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
等
自
ら
防
災
活
動
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
地
域
住
民
、
自
主
防
災
組
織
等
が
行
う
防
災
活
動
並
び
に

県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
防
災
対
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
の
責
務
）

第
七
条
県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
公
助
の
担
い
手
と
し
て
国
、
他
の
都
道
府
県
、
市
町
村
、

防
災
関
係
機
関
等
と
協
力
し
て
防
災
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
及
び
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
民

等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の
推
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
災
害
予
防
対
策

第
一
節
県
民
に
よ
る
防
災
活
動

（
防
災
知
識
の
習
得
等
）

第
八
条
県
民
は
、
常
に
災
害
に
対
す
る
備
え
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
、
市
町
村
及

び
県
が
行
う
防
災
訓
練
及
び
研
修
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
等
に
よ
り
防
災
に
関
す
る
知
識
及
び

技
能
を
習
得
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
の
災
害
危
険
箇
所
等
の
把
握
等
）

第
九
条
県
民
は
、
自
ら
が
生
活
す
る
地
域
に
お
け
る
災
害
発
生
の
危
険
性
及
び
災
害
が
発
生
す
る
危

険
の
あ
る
場
所
（
以
下
「
災
害
危
険
箇
所
等
」
と
い
う
。
）
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
県
民
は
、
あ
ら
か
じ
め
災
害
の
種
類
に
応
じ
た
指
定
緊
急
避
難
場
所
、
避
難
経
路
及
び
避
難
方
法

並
び
に
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
の
伝
承
等
）



第
十
条
県
民
は
、
地
域
に
お
け
る
過
去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
積
極
的
に
収
集
し
、
及
び
伝

承
し
、
防
災
活
動
に
活
か
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
自
主
防
災
組
織
へ
の
参
加
等
）

第
十
一
条
県
民
は
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
）

第
十
二
条
県
民
は
、
自
ら
が
所
有
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
必
要
な
耐
震
診
断
（
地
震
に
対
す
る
安

全
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
耐
震
改
修
（
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
、
模
様
替

え
若
し
く
は
一
部
の
除
却
又
は
敷
地
の
整
備
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
適
切
な
措
置

を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
県
民
は
、
自
ら
が
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
、
家
具
の
転
倒
若
し
く
は
落
下
又
は
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
に
よ
る
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
対

策
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
物
資
の
備
蓄
等
）

第
十
三
条
県
民
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
食
料
、
飲
料
水
、
医
薬
品
そ
の
他
の
必
要

と
な
る
生
活
物
資
を
備
蓄
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
収
集
で
き
る
機
器

を
準
備
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
県
民
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
備
蓄
す
べ
き
物
資
等
の
う
ち
特
に
必
要
な
も
の
を
避
難
の
際
に
迅

速
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
県
民
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
消
火
器
そ
の
他
の
資
機

材
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
活
動

（
防
災
知
識
の
普
及
）

第
十
四
条
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
に
対
し
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
取
る
べ
き
行
動
等
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
の
災
害
危
険
箇
所
等
の
確
認
）

第
十
五
条
自
主
防
災
組
織
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
国
、
県
、
市
町
村
等
が
提
供
す
る
災
害
及
び
防

災
に
関
す
る
情
報
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
災
害
危
険
箇
所
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
災

害
の
種
類
ご
と
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
、
避
難
経
路
及
び
避
難
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
す
る
よ
う



努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
自
主
防
災
組
織
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
情
報
そ
の
他
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
を
行

う
上
で
必
要
な
情
報
を
掲
載
し
た
地
図
を
作
成
し
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
訓
練
の
実
施
）

第
十
六
条
自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
地

域
住
民
の
避
難
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
避
難
に
関
す
る
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

２
自
主
防
災
組
織
は
、
前
項
の
訓
練
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
訓
練
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
求
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
物
資
の
備
蓄
等
）

第
十
七
条
自
主
防
災
組
織
は
、
初
期
消
火
、
負
傷
者
等
の
救
出
及
び
救
護
そ
の
他
の
災
害
応
急
対
策

に
必
要
な
物
資
及
び
資
機
材
の
備
蓄
、
整
備
及
び
点
検
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
体
制
の
整
備
）

第
十
八
条
自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
等
の
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
市
町
村
、
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
自
主
防
災
組
織
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
災
害
時
要
援
護
者
に
関
す
る
情
報
の
漏
え
い

及
び
目
的
外
利
用
を
防
止
し
、
当
該
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節
事
業
者
に
よ
る
防
災
活
動

（
事
業
所
に
来
所
す
る
者
等
の
安
全
確
保
等
）

第
十
九
条
事
業
者
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
備
え
、
事
業
所
に

来
所
す
る
者
、
従
業
員
及
び
地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
防
災
対
策
の
責

任
者
、
災
害
発
生
時
に
従
業
員
が
と
る
べ
き
行
動
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
し
て
防
災

に
関
す
る
訓
練
及
び
研
修
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
事
業
者
は
、
災
害
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
停
止
等
に
よ
り
従
業
員
が
帰
宅
で
き
な
い
場
合
に
備

え
、
必
要
な
食
料
、
飲
料
水
等
の
物
資
の
備
蓄
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
従
業

員
の
行
動
等
の
方
針
の
策
定
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
）

第
二
十
条
事
業
者
は
、
事
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
必
要
な
耐
震
診
断
を
行
う
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
耐
震
改
修
等
適
切
な
措
置
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。



２
事
業
者
は
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
設
備
の
転
倒
及
び
落
下
、
備
品
の
散
乱
等
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
継
続
計
画
の
策
定
）

第
二
十
一
条
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
事
業
を
継
続
す
る
た
め

の
計
画
を
策
定
し
、
及
び
当
該
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
施
策

（
防
災
知
識
の
普
及
等
）

第
二
十
二
条
県
は
、
県
民
等
が
災
害
に
備
え
、
家
庭
及
び
地
域
に
お
い
て
適
切
な
防
災
活
動
を
実
施

で
き
る
よ
う
、
市
町
村
、
自
主
防
災
組
織
、
防
災
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
防
災
に
関
す
る
知
識
の

普
及
及
び
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
教
育
の
充
実
）

第
二
十
三
条
県
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校

及
び
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育

所
に
お
い
て
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
及
び
学
生
が
防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
災
害

が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
と
連
携
し
、
防
災
に
関
す
る
教
育
を
推
進
す
る
も
の
と

す
る
。

（
防
災
訓
練
等
の
実
施
）

第
二
十
四
条
県
は
、
国
、
市
町
村
、
防
災
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
防
災
に
関
す
る
訓
練
及
び
研
修

を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
）

第
二
十
五
条
県
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
市
町
村
と
連
携

し
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
及
び
活
動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
公
共
施
設
の
整
備
等
）

第
二
十
六
条
県
は
、
自
ら
が
所
有
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
耐
震
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
県
民
の
避
難
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
自
ら
が
管
理
す
る

道
路
、
公
園
、
河
川
、
砂
防
施
設
等
に
つ
い
て
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
、
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
計
画
的
な
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
物
資
の
備
蓄
等
）

第
二
十
七
条
県
は
、
市
町
村
と
連
携
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
災
害
応
急
対
策
に
必



要
な
物
資
及
び
資
機
材
を
備
蓄
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
と
の
協
定
の
締
結
等
）

第
二
十
八
条
県
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
事
業
者
の
協
力
を
得
て
災
害
応
急
対
策
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
事
業
者
と
の
間
で
協
定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
業
者
と
定
期
的
に

連
絡
体
制
を
確
認
す
る
等
災
害
応
急
対
策
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
情
報
の
提
供
体
制
の
整
備
）

第
二
十
九
条
県
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
避
難
に
必

要
な
情
報
を
県
民
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
、
市
町
村
及
び
防
災
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
気
象
、
被
害
、
避

難
そ
の
他
の
災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
。

（
避
難
計
画
の
作
成
等
に
関
す
る
支
援
）

第
三
十
条
県
は
、
県
民
の
適
切
な
避
難
行
動
及
び
指
定
避
難
所
の
円
滑
な
運
営
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

市
町
村
が
行
う
避
難
計
画
の
作
成
、
指
定
避
難
所
の
運
営
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
に
つ
い

て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
計
画
の
作
成
に
関
す
る
支
援
）

第
三
十
一
条
県
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
災
害
時
要
援

護
者
の
避
難
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
市
町
村
が
行
う
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
計
画
の
作
成
に
つ

い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
支
援
）

第
三
十
二
条
県
は
、
市
町
村
に
よ
る
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
及
び
避
難
指
示
に
関
す
る
基
準
の

策
定
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供
を
行
う
等
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
章
災
害
応
急
対
策

第
一
節
県
民
に
よ
る
防
災
活
動

（
避
難
の
実
施
）

第
三
十
三
条
県
民
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災

害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
努
め
、
必
要
と
判
断
し
た
と
き
は
自
主
的
に
避
難
す
る
ほ
か
、
市
町
村

に
よ
る
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
又
は
避
難
指
示
に
対
し
、
速
や
か
に
こ
れ
に
応
じ
て
行
動
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
県
民
は
、
避
難
経
路
の
安
全
が
十
分
に
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
む
や
み
に
指
定
緊
急
避
難
場
所



に
移
動
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
建
物
内
の
安
全
な
場
所
等
に
避
難
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
県
民
は
、
指
定
避
難
所
に
滞
在
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
互
い
に
協
力
し
て
共
同
生
活
を
営
む
と
と

も
に
、
避
難
勧
告
又
は
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
避
難
を
継
続
し
、
市
町
村
及
び
自
主

防
災
組
織
が
行
う
指
定
避
難
所
の
運
営
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
救
出
及
び
救
護
へ
の
協
力
）

第
三
十
四
条
県
民
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
た

う
え
、
可
能
な
範
囲
で
負
傷
者
等
の
救
出
及
び
救
護
、
初
期
消
火
活
動
等
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

第
二
節
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
活
動

第
三
十
五
条
自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
地

域
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
安
否
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
、
負
傷
者
等
の
救
出
及
び
救

護
、
初
期
消
火
活
動
、
避
難
誘
導
、
指
定
避
難
所
の
運
営
等
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

第
三
節
事
業
者
に
よ
る
防
災
活
動

第
三
十
六
条
事
業
者
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
事
業

所
に
来
所
す
る
者
、
従
業
員
及
び
地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
及
び
自
主

防
災
組
織
と
連
携
し
て
、
災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
、
負
傷
者
等
の
救
出
及
び
救
護
、

初
期
消
火
活
動
、
避
難
誘
導
等
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
施
策

（
災
害
応
急
対
策
の
実
施
）

第
三
十
七
条
県
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
県
民
が
、

自
ら
の
安
全
を
確
保
し
、
円
滑
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
、
市
町
村
及
び
防
災
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
避
難
、
救
助
、
医
療
等
の
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
速

や
か
に
確
立
し
、
当
該
災
害
応
急
対
策
を
的
確
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
情
報
の
提
供
）

第
三
十
八
条
県
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
県
民
の
避

難
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
国
、
市
町
村
及
び
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
災
害
に
関
す
る
情

報
の
収
集
、
共
有
及
び
伝
達
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
県
民
等
に
対
し

て
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
活
動
へ
の
支
援
）



第
三
十
九
条
県
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
地
域
に
お
け
る
防
災

活
動
を
効
果
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
、
事
業
者
、
防
災
関
係
機
関
等
と
連
携

し
て
、
防
災
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
章
復
旧
及
び
復
興
対
策

第
四
十
条
県
民
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
国
、
県
、
市
町
村
、
自
主
防
災
組
織
、
事

業
者
及
び
防
災
関
係
機
関
等
と
協
力
し
て
、
自
ら
の
生
活
の
再
建
及
び
地
域
社
会
の
再
生
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

２
自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
復
旧
及
び
復
興
対
策
の

実
施
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
事
業
者
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
の
継
続
又
は
中
断
し
た
事
業
の
速
や
か
な

再
開
に
よ
り
雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
、
県
、
市
町
村
等
と
連
携
し
、
地
域
経
済

の
復
興
に
貢
献
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４
県
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
国
、
市
町
村
、
防
災
関
係
機
関
等
と
協
力
し
て
当
該

災
害
か
ら
の
復
旧
及
び
復
興
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
県
は
、
県
民
及
び
事
業
者
の
参
画
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
防
災
の
日
及
び
防
災
週
間

第
四
十
一
条
県
民
等
の
防
災
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
防
災
の
日
及
び
防
災
週
間
を
設
け
る
。

一
奈
良
県
地
震
防
災
の
日
七
月
九
日

二
奈
良
県
地
震
防
災
週
間
前
号
に
掲
げ
る
日
を
含
む
知
事
が
定
め
る
期
間

三
奈
良
県
水
害
防
災
の
日
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で

四
奈
良
県
水
害
防
災
週
間
前
号
に
掲
げ
る
日
を
含
む
知
事
が
定
め
る
期
間

五
奈
良
県
土
砂
災
害
防
災
の
日
九
月
三
日
及
び
九
月
四
日

六
奈
良
県
土
砂
災
害
防
災
週
間
前
号
に
掲
げ
る
日
を
含
む
知
事
が
定
め
る
期
間

附
則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


